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静岡県 新型コロナ １週間感染者数(2023.5/8～2026.10/4)

前週比
1.10倍

2023年 2024年

23年夏波 24年冬波 24年夏波

このラインを超えると
医療がひっ迫するおそれ

＝
目安16人/週/定点医療機関

このラインを超えると
感染者が急増するおそれ

＝
目安8人/週/定点医療機関

25年冬波

2025年

25年夏波 1.73

2026年

26年冬波



静岡県 新型コロナ オミクロン株以降の感染者数の推移（2022.1/1～2026.10/4）
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23年5月9日
以降は推計

第８波

の目安
200人/週/人口10万

の目安
400人/週/人口10万

第７波第６波

（人）
［2023.5/8まで］

［2023.5/9以降は推計］

今こ
こ

（人）

2022年2月10日
１週間感染者数

ピーク12,148人

8月23日
１週間感染者数

ピーク43,133人

2023年1月12日
１週間感染者数

ピーク50,484人

8月７日
１週間感染者数

準ピーク40,445人

9月3日
１週間推計感染者数
ピーク23,000人

2024年2月1日
１週間推計感染者数
ピーク19,000人

2022年 2023年 2024年

23年
夏波

24年
冬波

24年
夏波

7月28日
１週間推計感染者数
ピーク14,000人

• 第６波以降の流行波の感染者数は、2025年冬の
波までは、すべて注意報ライン　　　を越えている

• 第７,8波は、感染者数が警報ライン　　　を大きく越
え、医療ひっ迫をきたした

• 2024年夏の波以降は警報発令は無く、26年冬の
波は初めて注意報にも至らなかった

25年
冬波

2025年

1月12日
１週間推計感染者数

ピーク8,000人

25年
夏波

8月24日
１週間推計感染者数

ピーク7,000人

2026年

1月29日
１週間推計感染者数

ピーク2,000人

26年
冬波



静岡県 新型コロナ 定点医療機関からの報告者の年代別割合推移(2025.4/28～2026.10/4)

報告者数

• 直近2026年9月
の20歳未満は、9
月と比べ3㌽減少し
約62%

• 9月の60歳以上は、
8月と比べ2㌽増加
し約14%

• 9月同士で今年と
昨年を較べると、   
20歳未満は
41%⇒62%に増   
60歳以上は  　　　
27%⇒14%に減

563, 1341, 4646, 3978, P32258, 964, 625, 807, 1354, 552, 248, 251, 295, 845, 983, 977,



静岡県 新型コロナ入院患者数 おおまかな推計値（2024.4/1～2026.10/4）

2023年 2024年 P4

• 2024年3月まで（橙色の実線）は、
水曜日の県内入院患者数

• 4月以降（橙色の破線）は、県内基
幹定点10病院の1週間の新規入院
報告数（青数字） ｘ からの推計値 ｙ 
(y ≒ 5.5x + 33)

• 県内病院に新型コロナで入院している患者数の推
計値は、直近の9/28～10/4の週では約70人

• 基幹定点医療機関10病院の新規入院患者数（青
数字）は、直近４週間で今年は23人（昨年同期は
171人なので、今年は昨年の約7分の１）

2025年

（人） （人）

2026年



静岡県 基幹定点医療機関(10病院)のコロナ年代別新規入院患者数の推移(2025.3月～2026.9月)
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（ー73）
（ー47）
（ー22）

（ー7）

* 入院者数には、院内感染者を含まない

• 2025年と26年の9月同士で65歳以上の新規
入院患者数の1か月間累計数を比べると、26年は
25年の12分の１であった(162人⇒13人)

• 高齢者の各年代の入院者数は、昨年9月と比べて、
全ての年代で減少したが、特に80歳代と70歳代
の減少が顕著であった

65歳以上
計162人

65歳以上
計13人

全年代の
入院者数*

対前年
同月差

213, 95, 42, 34, 214,

（人）

62, 191, 111, 106, 54, 105, 170, 31, 11, 12, 6, 13, 29, 19,



静岡県　新型コロナとインフルエンザの流行の状況（2023.5/8～2026.10/4）

（人数/週）

インフル
流行期
レベル

コロナ警報レベル

1000

7000

14000

インフル警報レベル

コロナ注意報レベル

（インフルエンザ、コロナともに定点報告数からの推計値※）

※　静岡県では過去の実績から定点医療機関
あたりの1週間の報告数をコロナは880倍、
インフルエンザは1000倍した値を１週間の
県全体の推計感染者数としている

2023年 2024年 2025年

インフル注意報レベル

2026-27シーズンのインフルエンザは、

• 前シーズン最終週の第35週(8/24～30)
に1.35人/週/１定点医療機関まで上昇し、　
１人以上のため流行期入り

• 直近の第40週(9/28～10/4)は11.69人
で、前週第39週(9/21～27)の7.44人か
ら約1.6倍増加し、注意報レベル(10人以上)
となった

2026年 P6



静岡県　インフルエンザ 定点医療機関からの患者報告数　今季と過去18季の比較

P7

（人/週）
赤斜体数字は、そのシーズンの最高値

注意報レベル

警報レベル

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月9月 10月 12月11月

青数字は、そのシーズンの各週の
定点あたり患者報告数の総合計

今
こ
こ

301.4 

371.1 

245.9 

345.9 

263.2 

284.5 

275.7 

315.3 

305.9 

416.1 

312.7 

171.0 

0.2 

0.2 

82.8 

506.8 

290.9 

555.7 

34.8 



静岡県 インフルエンザ 定点医療機関(一部)のＡ型とＢ型の状況(2026.8/24～10/4)

• 今シーズンのインフルエンザ流行期に、
Ａ型・Ｂ型別の報告数を教えていただい
た一部（約20施設）の定点医療機関か
らの報告総数をA型・B型別に週ごとに
まとめたもの

• ほとんどがA型

P82026年



静岡県内衛生研究所(県,静岡市,浜松市) インフルエンザウイルス型別検出の状況(2023.10/2～2026.10/4)

2023-24シーズン
２０２３年 第40～52週
+ ２０２４年 第1～22週

(2023.10/2～2024.6/2)

2024-25シーズン
2024年 第36～52週
+ ２０２5年 第1～14週

(2024.9/2～2025.4/6)

• 今シーズンの季節性インフルエンザは、昨シーズンに最も少な
かったインフルエンザＡ型H1が主体で流行が始まっている

P9

2025-26シーズン
2025年 第36～52週
+ ２０２6年 第1～15週

(2025.9/1～2026.4/12)

2026-27シーズン
2026年 第36～40週

(2026.8/31～10/4)

計295件 計102件計438件 計14件



静岡県 インフルエンザ 近年６シーズンの報告患者の年齢分布

(2026.8/30～10/4)

• 2026-27シーズン
第36～40週は、   
10歳未満が約45%、
10歳代が約22%、
合わせて約67%を
占めている

• 60歳以上は約12%

P10



静岡県 インフルエンザ 基幹定点病院での新規入院患者数の推移（2026.8/24～10/4）

P11

• 今シーズン(2026-27シーズン)のインフルエンザ流行期入
り（8/24～30、第35週）以降、県内の基幹定点医療機関
（10病院）での1週間新規入院患者報告数の週ごとの合計値

• そのうち、人工呼吸器を使用した患者数及び頭部の画像検
査や脳波検査を実施した患者数

2026年



静岡県 インフルエンザ 基幹定点病院での新規入院患者年齢分布（2026.8/24～10/4）

P12

• 今シーズン(2026-27シーズン)のインフ
ルエンザ流行期入り以降（8/24～30、第
35週）における、県内の基幹定点医療機
関(10病院)での1週間新規入院患者を累
計した集団の年齢分布

• 全体で累計118人

• 80歳以上が最多で34%、次いで70歳代
が25%、10歳代と60歳代が同率で12%

118人総入院者数
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県内 です

あらためて
１． 医療機関や高齢者施設の受診や訪問時は、 　　

を!
２．体調に少しでも違和感（だるさ、寒気）が

ある時は、 を!
３．急に症状（熱・頭痛・のど痛）が出たときは、　

学校や仕事をすぐに を!
4．人が集まる所では、 　

（咳くしゃみが出る時は口鼻をおおう）を!　　



コロナ禍以降, コロナワクチンもインフルエンザ
ワクチンも

は、静岡県の昨年の　
です。　　　

ください。

（コロナワクチン接種が２回あった2022,23年は、秋の接種率）

2025年
静岡県 感染症死亡数

全1,170人

（静岡県感染症対策課調べ）

（人口動態統計概数より）

（うち高齢者729人）

（うち高齢者235人）



昨シーズンの は
静岡県では が
感染者の約５割、入院患者の約３割
を占めています！
生後6か月以上の

の接種をぜひ
ご検討ください

(2025.9/1～12/28)



や を受診
　　 しようか迷ったら...

を呼ぼうか迷ったら...

15歳以上は 

15歳未満は 
　　　　　　　 で電話相談を!
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 で、感染者１人から未感染者約１5
人に感染し（コロナの５倍）、ほぼ全員が発症

 するので、同じ室内にいるだけで感染

 （抗麻しんウイルス薬なし）

 の人は感染しないか、感染しても軽症

 ワクチン未接種患者の

 未接種者の症状は高熱・咳鼻水・目の充血⇒赤いヒョウ
柄発疹が顔から全身へ、

 合併症は、 等
麻しんの詳細は、JIHS（国立健康危機管理研究機構）の感染症情報提供サイトへ
https://id-info.jihs.go.jp/diseases/ma/measles/010/measles.html



P18https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/diseases/measles/graph/2026/meas26-39.pdf　より

• 2019年の流行後、コロナ禍中は
患者数が少なかったが、2025年
春から増加

• 2026年は、4月まで急増してい
たがその後減少し、９月に再増加

• 4月下旬以降、報告数
が減少し、7月からは
0～1人が続いていた
が、９月から再増加

• 国外での感染は46
例（約8%）のみ

(2026年は9月27日まで) (2025年12月29日～26年9月27日)

https://id-info.jihs.go.jp/relevant/vaccine/measles/060/meas25-13.pdf
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• 関東越は、全体の4
分の3を占め、特に
東京都が266例で
全体の半数近い

• 静岡県は、第39週
までの時点で4人

• 20歳代が約3
割で最多、次い
で10歳代と30
歳代が約２割

• ワクチン接種不
明 ＋ 接種なし 
の人が302人
（約5割）

関東越
430例（75%）

東海４県
34例（6%）

20歳代
191例
（33%）

(2025年12月29日～26年9月27日)(2025年12月29日～26年9月27日)

40歳代
68例

（12%）

30歳代
116例
（20%）

https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/diseases/measles/graph/2026/meas26-39.pdf　より

10歳代
126例（22%）

https://id-info.jihs.go.jp/relevant/vaccine/measles/060/meas25-13.pdf
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 １歳の誕生日がきたら、麻しん風しん混合（Ｍ
Ｒ）ワクチンをすぐにうつ！

 5歳（年長さんの学年）でのMRワクチン2期
の接種率が下がっており、忘れずにうつ！

 麻しん未感染の50歳代半ば以下の人は、母子
手帳で自分の麻しんワクチン接種回数を確認
し、０回と１回の人は接種（自費）の検討を！


